
中小企業におけるＩＴクラウドを活用した 

 「金融ＥＤＩ連携（国際ＥＤＩ標準）」の実証実験  

小島プレス工業株式会社 

２０１５年 １月２３日（金） 

ＩＴを活用した金融の高度化に関するワークショップ 

日本銀行金融機構局金融高度化センター 

経済産業省補助事業「ＩＴクラウド連携推進事業」 

第３回「商流情報と金融の融合」 

Ｐ－ １ 



＜本日の報告内容＞ 

１、会社概要 

２、これまでの取組み 

３、中小企業の実態 

４、「金融ＥＤＩ連携」実証実験について 

５、今後の進め方 

Ｐ－ ２ 



１、会社概要 

Ｐ－ ３ 



・ 所在地               愛知県豊田市 
・ 資本金          ４億５千万円 
・ 創立年月日    昭和１３年５月２０日 
・ 従業員数         １,６３２人 
・ 売上                  １,３８８億円 
・ 主要得意先         トヨタ自動車（株） 
                            トヨタ車体（株） 
               ダイハツ工業（株）等 

会社概況 

Ｐ－ ４ 



主要製品（プレス/樹脂/電気電子自動車部品） 

エンジンカバー 

レジスター アンテナ 

シフトレバー 

ヒーター 

コントロール 

Ｐ－ ５ 
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ちょうちんプレス機 

DMI（小型成形機） 

生産技術 「造るものをつくる」 

Ｐ－ ６ 



２、これまでの取組み 

Ｐ－ ７ 



２０１３年７月１０日（水） 

＜参考資料＞ 



実証実験① 
「金融ＥＤＩデータ連携」 
        実証実験について 

２０１０年度 

Ｐ－ ８ 



共通ＥＤＩ 

発注者 受注者 

ＸＸＸ銀行 

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ 

振込情報  

総合振込情報  

データセンター 

「現金融システム」を利用した実証実験  

受発注情報  受発注情報  

買掛明細 
（１日分） 

振込情報  

買掛情報  売掛情報  

売掛明細 
（１日分） 

ＥＤＩ情報２０桁でリンク 

（全銀フォーマット） 
ファームバンキング 

（全銀フォーマット） 
ファームバンキング 

ＥＤＩ情報２０桁でリンク 

入出金情報 入出金情報 

Ｐ－ ９ 



実証実験② 
「金融ＥＤＩデータ連携」 
        実証実験について 

２０１１年度 

Ｐ－１０ 



「金融ＥＤＩデータ連携」バンクもどき実証実験 

共通ＥＤＩ 

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ 

受発注情報  受発注情報  

振込情報  

買掛情報  売掛情報  

振込情報  

発注者 受注者 

ＩＳＯ２００２２ 

ＩＳＯ２００２２ 

金融機関 

ＩＳＯ２００２２ 

ＩＳＯ２００２２ 

買掛・売掛情報  

振込情報  
ＥＤＩ情報２０桁でリンク 

ＥＤＩ情報１４０桁 ＥＤＩ情報１４０桁 

ＥＤＩ情報２０桁でリンク 

ＥＤＩ情報１４０桁 

ＥＤＩ情報２０桁 

Ｐ－１１ 



実証実験③ 
「国際ＥＤＩ標準（国連ＣＥＦＡＣＴ）」 
          の実証実験について 

２０１２年度 

Ｐ－１２ 



Ｐ－１３ 



実証実験④ 
金融ＥＤＩ連携を考慮した 

   「国際ＥＤＩ標準」の 
        実証実験について 

２０１３年度 

Ｐ－１４ 



受注側 発注側 

金融機関（仮）実証実験 

「さくらワークス」 「豊田市」 
ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ 

金融機関（仮） 
ＥＤＩ情報２０桁でリンク 

ファームバンキング 
（全銀フォーマット） 

ＥＤＩ情報２０桁でリンク 

ファームバンキング 
（全銀フォーマット） 

でんさいネット 

共通ＥＤＩ 

請求 請求 

支払 支払 

注文 受注 

出荷 検収 

入金 出金 

依頼人Ref.NO４０桁でリンク 依頼人Ref.NO４０桁でリンク 

Ｐ－１５ 



＜受発注の状況＞ 

３、中小企業の実態 

Ｐ－１６ 



＜現状の問題点＞ 

 中小企業においては、全ての処理（注文・受
注・請求・支払等）が手作業となっている。その
結果、ミス等（請求差異）が発生している。 

Ｐ－１７ 



一般的な中小企業における受発注の状況 
Ｐ－１８ 



＜事例①＞伝票を主とした受発注（１） 

・メモ用紙で伝達＜ミスの要因＞ 

Ｐ－１９ 



・メモ用紙で伝達＜ミスの要因＞ 

＜事例②＞伝票を主とした受発注（２） 
Ｐ－２０ 



・パソコンは各社員１台無い 

＜事例③＞伝票の山となった事務所（１） 
Ｐ－２１ 



・差異が発生した場合この山から探す 

＜事例④＞伝票の山となった事務所（２） 
Ｐ－２２ 



＜事例⑤＞「注文書」：仕入先へはＦＡＸ 
＜参考資料＞ 



＜事例⑥＞「手書注文書」：仕入先へはＦＡＸ 
＜参考資料＞ 



・金融機関から「見積書」により融資。しかし、担当者は２～３年で 
 変わるため説明が大変。 

＜事例⑦＞金融機関から「見積書」により融資 
＜参考資料＞ 



＜請求・支払の状況＞ 

Ｐ－２３ 



＜現状の問題点＞ 

 現在、企業間取引のサプライチェーンと、金
融のネットワークとの連携ができていない。そ
の結果、中小企業において「不効率な事務処
理」や、「金流の停滞」が発生している。 
  

Ｐ－２４ 



＜差異調査の状況＞（大量購入の場合） 

発注側 受注側 

差異照合 

請求書 

買掛明細 買掛明細 

請求書 

支払案内 支払案内 

売掛明細 

差異明細 差異明細 

Ｐ－２５ 

＜サンプル①＞ 

＜サンプル③＞ 

＜サンプル②＞ 



＜サンプル①＞請求書（受注側から発注側へ） 

＜参考資料＞ 



＜サンプル②＞支払案内（発注側から受注側へ） 
＜参考資料＞ 



＜サンプル③＞買掛明細（発注側から受注側へ） 

＜参考資料＞ 

＊請求金額：２２，４４６，５３１円   ＊支払金額：２２，４４４，２８４ 

＊差額： ２，２４７円（２，１４０円＋消費税１０７円）  



４、「金融ＥＤＩ連携」 

     実証実験について 

Ｐ－２６ 



２０１４年度 

実証実験⑤ 
経済産業省補助事業 
      「金融ＥＤＩ連携」実証実験 

Ｐ－２７ 



Ｐ－２８ 



「日本再興戦略」改定２０１４ 
＜参考資料＞ 



共通ＥＤＩ 

受発注情報  

Ａ社 Ｂ社 

受発注情報  

環境情報  

会計情報 

技術情報 

環境情報  

技術情報  

ＸＸ情報  ＸＸ情報  

金融/各種監査等 

外部機関 

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ 

会計情報 

同日：検収 同日：支払 

国際ＥＤＩ標準（国連ＣＥＦＡＣＴ）モデル 

Ｐ－２９ 
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（受
取
人
）        

発注書 

出荷・検収 

支払 

通知 
支払 

起動 

入金 

通知 

支払 

指図 

ISO 20022 pain. 

ISO 20022 pacs. 

ISO 20022 camt. 

随時モニター 

 

随時モニター 

ＩＴＣＡ（川内氏）／小島プレス工業／ＩＳＯ/ＴＣ６８国内委員会事務局 「日本銀行金融研究所（山田隆人氏）」 

GREEN-EDI 

「金融ＥＤＩ連携」ビジネスモデル Ｐ－３０ 



ＩＴクラウドを活用した「金融ＥＤＩ連携」の全体像 

＜支援者＞日本銀行・国連ＣＥＦＡＣＴ日本委員会／ＳＩＰＳ・ＩＴコーディネータ協会 

金融機関 金融機関 

支払メッセージ：ＥＤＩ情報・ＰＯファイナンス情報等 

共通ＥＤＩ基盤 

金融ＥＤＩ（各種情報） 

モジュール 

＜銀行界：金融庁管轄＞ 

金融ＥＤＩ（ＥＤＩ情報） 

モジュール 

＜産業界：経済産業省管轄＞ 

実証実験：豊田商工会議所会員企業等 

       （中小企業等： １３社以上） 
         

「国際ＥＤＩ標準：国連ＣＥＦＡＣＴ」 

＜連携体制＞業務連携クラウド検討ＷＧ（愛知県・豊田市・豊田商工会議所等） 

＊受発注情報による融資 

＊ＥＤＩによる業務 

 の効率化 
（請求・支払等） 

＊グローバルに対応 

  した国際ＥＤＩ標準 

＊物流・商流・ 
  金流との連携 

＊金融情報とＥＤＩ情報の連携 

 （迅速な支払等） 

協力：三菱東京ＵＦＪ・名古屋銀行・岡崎信用金庫・豊田信用金庫 

金融ＥＤＩ（ＰＯ情報） 

モジュール 

Ｐ－３１ 



実証実験会社：８社／４金融機関 

小島プレス工業株式会社 ：三菱東京ＵＦＪ銀行    
 

こじま福祉会さくらワークス：三菱東京ＵＦＪ銀行 
 

豊和化成株式会社     ：名古屋銀行 
 

協和リース株式会社    ：名古屋銀行 
 

自動車部品栄和協同組合 ：岡崎信用金庫 
 

株式会社協和        ：岡崎信用金庫 
 

真和工業株式会社     ：豊田信用金庫  
 

内浜化成株式会社     ：豊田信用金庫 

Ｐ－３２ 



Ｐ－３３ 



Ｐ－３４ 



実証実験会社の口座一覧（新規） 

金融機関名 支店名 口座種別 口座番号 口座名義

1 小島プレス 三菱東京ＵＦＪ 豊田支店 普通 0380522 小島プレス工業株式会社

2 さくらワークス 三菱東京ＵＦＪ 豊田支店 普通 1338326 福）こじま福祉会さくらワークス

3 豊和化成 名古屋銀行 豊田営業部 普通 3507154 豊和化成株式会社

4 協和リース 名古屋銀行 豊田営業部 普通 3507227 協和リース株式会社

5 栄和 岡崎信用金庫 上挙母支店 普通 9018817 自動車部品栄和協同組合

6 協和 岡崎信用金庫 上挙母支店 普通 9018841 株式会社協和

7 真和工業 豊田信用金庫 本店営業部 普通 9129141 真和工業株式会社

8 内浜化成 豊田信用金庫 本店営業部 普通 9129028 内浜化成株式会社

＜参考資料＞ 



受注側 

金融機関 

共通ＥＤＩ 
 （ＸＭＬ） 

ISO20022 (pain.001) ISO20022(camt.054) 

固定長（ＥＤＩ情報２０桁） 

支払メッセージ：ＥＤＩ情報・ＰＯファイナンス情報等 

＜事業の範囲：経済産業省管轄＞ 

①各種明細等 

モジュール 

②他システム変換 
 モジュール 

⑦金融ＥＤＩ 

（他ＥＤＩ変換） 

モジュール 

⑤新 Ｉ／Ｆ：Ｘ
ＭＬ（pain）変
換モジュール 

⑥新 Ｉ／Ｆ：Ｘ
ＭＬ（camt） 変
換モジュール 

金融機関 

＜銀行界：金融庁管轄＞ 新 Ｉ／Ｆ 新 Ｉ／Ｆ 

発注側 

現行 現行 

（ＸＭＬ） （ＸＭＬ） 

入金 総振 

固定長（ＥＤＩ情報２０桁） 

受注 注文 

検収 出荷 

支払 請求 

ファームバンキング 
（全銀フォーマット） 

ファームバンキング 
（全銀フォーマット） 

共通ＥＤＩ基盤 
「国際ＥＤＩ標準： 
   国連ＣＥＦＡＣＴ」 

ＩＴクラウドを活用した「金融ＥＤＩ連携」のＩＴシステム概要 

④ＰＯ情報 

モジュール 
③ＥＤＩ情報 

モジュール 

（固定長） （固定長） （ＸＭＬ） （ＸＭＬ） 

× × 

Ｐ－３５ 



豊和化成 

小島プレス 

真和工業 

内浜化成 

栄和 

協和 

真和工業 

豊和化成 

協和リース 

栄和 

さくらワークス 

実証用 
FB 
ソフト 

全銀システム（商用環境） 

【振込企業】 
 ・Pain送信 

【入金消込企業】 
 ・Camt受信 
 ・入金照合 

⑪振込1件 明細2件 
⑫振込1件 明細5件 

①振込1件 明細18件 
②振込1件 明細8件 
③振込1件 明細5件 
④振込1件 明細5件 
 

⑤振込1件 明細3件 
⑥振込1件 明細5件 

⑦振込1件 明細5件 
⑧振込1件 明細5件 

⑨振込1件 明細3件 
⑩振込1件 明細5件 

日程 参加企業／金融機関数 実施件数 

11/17～11/25 8社／4金融機関 振込12件①～⑫ 

仕向／被仕向銀行（商用環境） 
 
 
 
 

三菱東京UFJ銀行 豊田信金 岡崎信金 名古屋銀行 

入金通知      1件          2件      2件       1件 
総合振込     4件          2件      2件       4件 

実証用 
変換ASP 

入金通知1件 
明細8件 

入金通知1件 
明細18件 

入金通知1件 
明細10件 

入金通知1件 
明細10件 

入金通知1件 
明細13件 

入金通知1件 
明細10件 

実証用 
FB 
ソフト 

Ｐ－３６ 



変換ＡＳＰ機能について 

Pain 

総合 
振込 

【Pain→総合振込変換】 
 １．XML→全銀フォーマット変換 
 ２．Key情報払い出し 
 ３．EDI情報（140桁×n）格納 
 ４．振込金額：1,193,896円（例）→1円 

振込指示 
（Pain送信） 

総合振込受信 
／総合振込実施 

変換ASP:NTTデータ 

送信企業「小島プレス」 

仕向 
金融機関 

受信企業「豊和化成」 

被仕向 
金融機関 

振込入金 
明細作成 

振込入金明細取得 
（Camt取得） 

【振込入金通知→Camt変換】 
 １．全銀フォーマット→XML変換 
 ３．EDI情報（140桁×ｎ）復元 
 ４．振込金額：1円→1,193,896円（例） 

Key情報 

振込 
入金 
通知 

Camt 

全銀システム 

・振込金額：1,193,896円（例） 

・EDI情報：140桁×ｎ 
格納 

呼出 

・回線：インターネット 

・ファイル形式：XML／ISO20022 

【企業様⇔変換ASP間】 
 ・回線：インターネット 
 ・フォーマット：XML/ISO20022 
 ・EDI情報：140桁×n回 
 ・振込金額：1,193,896円（例） 

【金融機関様⇔変換ASP間】 
 ・回線：ISDN 
 ・フォーマット：全銀フォーマット 
 ・EDI情報：Key情報（20桁）  
 ・振込金額：1円 

Key Key 

Key 

Ｐ－３７ 



①小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → 豊和化成：名古屋銀行 

②小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → 真和工業：豊田信用金庫 

③小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → さくらワークス：三菱東京ＵＦＪ   

④小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → 協和：岡崎信用金庫 

⑤豊和化成：名古屋銀行    → さくらワークス：三菱東京ＵＦＪ   

⑥豊和化成：名古屋銀行    → 協和：岡崎信用金庫 

⑦真和工業：豊田信用金庫   → 協和リース：名古屋銀行 

⑧真和工業：豊田信用金庫   → 栄和：岡崎信用金庫 

⑨内浜化成：豊田信用金庫   → さくらワークス：三菱東京ＵＦＪ   

⑩内浜化成：豊田信用金庫   → 栄和：岡崎信用金庫 

⑪栄和：岡崎信用金庫     → さくらワークス：三菱東京ＵＦＪ  

⑫栄和：岡崎信用金庫     → 協和リース：名古屋銀行 

実証実験：１２パターン 

Ｐ－３８ 



①小島プレス：三菱東京ＵＦＪ銀行 
       → 豊和化成：名古屋銀行 

実証実験実施日：１１月１７日（月）～ 

Ｐ－３９ 



受注側 

「豊和化成」 

発注側 

「小島プレス工業」 

注文 

受注 

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ 

入荷 

請求 

①小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → 豊和化成：名古屋銀行 

共通ＥＤＩ 
請求 請求 

支払 支払 

他ＥＤＩ 

注文 受注 

出荷 検収 

Ｐ－４０ 



小島プレス（トップメニュー） 

Ｐ－４１ 



小島プレス（発注業務） 

Ｐ－４２ 

＊各種受発注処理 



小島プレス（買掛一覧表） 

Ｐ－４３ 



小島プレス（フォーマット選択） 

Ｐ－４４ 



小島プレス（総合振込確認） 

Ｐ－４５ 

総合振込ファイル確認 
  （小島プレス：三菱東京ＵＦＪ口座 → 豊和化成：名古屋銀行口座） 
              振込金額：１，１９３，８９６円 



小島プレス（総合振込） 
三菱東京ＵＦＪ → 名古屋銀行 

Ｐ－４６ 

総合振込処理 
  （小島プレス：三菱東京ＵＦＪ口座 → 豊和化成：名古屋銀行口座） 
              振込金額：１，１９３，８９６円 

＊明細情報も同時に送信 



小島プレス（買掛明細） 

DATA_RENBAN KAISYA_CD SIIRESAKI_CD HINBAN NOUBAN KENSYUU_DATE KENSYUU_SUURYOU TANKA KINGAKU
51784385 K016 K025 55687-95J08 F3110 2014/11/14 14 99.77 1397
51784386 K016 K025 58860-48050 F3100 2014/11/14 340 273.55 93007
51784387 K016 K025 58860-60050 F3100 2014/11/14 400 252.12 100848
51784388 K016 K025 90202-08039 F3110 2014/11/14 1000 1.57 1570
51797629 K016 K025 33542-K2101 D4340 2014/11/14 220 252.41 55531
51797630 K016 K025 33542-K6400 D4340 2014/11/14 20 313.52 6271
51797676 K016 K025 355061-0501 E2940 2014/11/14 56 1111.55 62247
51797677 K016 K025 355651-0140 E2940 2014/11/14 162 548.9 88922
51797678 K016 K025 355652-0130 E2940 2014/11/14 180 548.9 98802
51797679 K016 K025 355653-0140 E2940 2014/11/14 180 83.16 14969
51798328 K016 K025 55062-33040 V1390 2014/11/14 588 643.53 378396
51798329 K016 K025 55062-33050 V1390 2014/11/14 12 665.07 7981
51798330 K016 K025 55476-75040 V1390 2014/11/14 28 243.78 6826
51798331 K016 K025 55670-75040 V1390 2014/11/14 48 443.52 21289
51798332 K016 K025 55680-75020 V1390 2014/11/14 48 443.52 21289
51784291 K016 K025 55061-60121 F3100 2014/11/14 126 1116.42 140669
51784292 K016 K025 55687-26010 F3110 2014/11/14 28 94.87 2657
51784293 K016 K025 55687-95J08 F3110 2014/11/14 28 99.77 2794

＜参考資料＞ 

＊明細情報も同時に送信 



豊和化成（トップメニュー ） 

Ｐ－４７ 



豊和化成（受注業務） 

Ｐ－４８ 

＊各種受発注処理 



豊和化成（売掛一覧表）＜消込前＞ 

Ｐ－４９ 



豊和化成（入金実行） 

Ｐ－５０ 

振込入金処理 
  （小島プレス：三菱東京ＵＦＪ口座 → 豊和化成：名古屋銀行口座） 
              振込金額：１，１９３，８９６円 

＊明細情報も同時に受信 



豊和化成（入金消込実行） 

Ｐ－５１ 



豊和化成（入金消込実行） 

Ｐ－５２ 

＊受信した明細情報で消込処理 



豊和化成（売掛一覧表）＜消込後＞ 

Ｐ－５３ 

＊売掛明細が消込まれた 



小島プレス（買掛一覧表） ＜消込後＞ 

Ｐ－５４ 

＊買掛明細が消込まれた 



小島プレス（口座通帳） ＜１円振込＞ 

豊和化成（口座通帳） ＜１円入金＞  

＜参考資料＞ 

＊全銀システムでは振込金額１，１９３，８９６円 → １円に変換して振込した 

＊豊和化成には、全銀システムで１円入金された 



⑧真和工業：豊田信用金庫 
      → 栄和：岡崎信用金庫 

実証実験実施日：１１月１８日（火）～ 

Ｐ－５５ 



受注側 

「栄和」 

発注側 

「真和工業」 

注文 

受注 

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ 

入荷 

請求 

⑧真和工業：豊田信用金庫 → 栄和：岡崎信用金庫 

共通ＥＤＩ 

請求 請求 

支払 支払 

注文 受注 

出荷 検収 

Ｐ－５６ 



真和工業（トップメニュー） 

Ｐ－５７ 

＊各種受発注処理 



真和工業（買掛一覧表） 

Ｐ－５８ 



真和工業（総合振込確認） 

Ｐ－５９ 

総合振込ファイル確認 
  （真和工業：名古屋銀行口座 → 栄和：岡崎信用金庫口座） 
              振込金額：６７，６６４円 



真和工業（総合振込） 

豊田信用金庫 → 岡崎信用金庫 

Ｐ－６０ 

総合振込処理 
  （真和工業：名古屋銀行口座 → 栄和：岡崎信用金庫口座） 
              振込金額：６７，６６４円 

＊明細情報も同時に送信 



真和工業（買掛明細） 

ＮＯ 品名（品番） 数量 単価 備考

1 マルテンプＴＡ２ 2 8,026 扶桑工場

2 フレシアＳ３２ 2 5,260 扶桑工場

3 ダイナドローＦＳＺＤ２ 2 12,060 扶桑工場

4 メカニック３２ 1 5,880 扶桑工場

5 ニューパンチオイル 1 6,080 扶桑工場

＜参考資料＞ 



栄和（トップメニュー ） 

Ｐ－６１ 

＊各種受発注処理 



栄和（売掛一覧表）＜消込み前＞ 

Ｐ－６２ 



栄和（入金実行） 

Ｐ－６３ 

＊明細情報も同時に受信 

振込入金処理 
  （真和工業：名古屋銀行口座 → 栄和：岡崎信用金庫口座） 
              振込金額：６７，６６４円 



栄和（入金消込実行） 

Ｐ－６４ 

＊受信した明細情報で消込処理 



栄和（売掛一覧表）＜消込み後＞ 

Ｐ－６５ 

＊売掛明細が消込まれた 



真和工業（買掛一覧表） ＜消込み後＞ 

Ｐ－６６ 

＊買掛明細が消込まれた 



＜金融ＥＤＩ連携による工数効果＞ 

＜支払業務＞小島プレス（大量購入） 
  ・支払処理工数：発注側は同じ（現状工数を掛けていない） 
＜差異照合業務＞豊和化成 
  ・請求処理工数：差異照合時間（約１２時間→０分） 
  ・主得意先数  ： ３社 
          効果：約１２時間／月×３社＝約３６時間／月  

①小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → 豊和化成：名古屋銀行 

⑧真和工業：豊田信用金庫 → 栄和：岡崎信用金庫 

＜支払業務＞真和工業 

 ・支払処理工数：発注側は同じ（現状工数を掛けていない） 

＜差異照合業務＞栄和 

 ・請求処理工数：差異照合時間（約３時間→０分）   

 ・主得意先数 ：５０社 

      効果：約３時間／月×５０社＝約１５０時間／月  

Ｐ－６７ 



「金融ＥＤＩ連携」実証実験： 
   約１５時間／月～約１５０時間／月の効果 
     があり、中小企業の経営効率化が見込まれる。 

事例①～事例⑫の効果 

＜分かった事等＞ 

・「金融ＥＤＩ連携」が実現すると、経理の仕事が無くなる 
 （入金・支払のチェック等）＜中堅経理担当者＞。 
・発注側（大企業）は支払業務に工数を掛けていない。 
 受注側（中小企業）に差異照合等の負担が掛かっている。 
・消費税集計方法（個別計算、集計後計算）により、差異が 
 発生している。消費税集計方法の統一が必要。 
・金融機関との連携の第１歩としたが、金融機関における 
 メリットの検討が必要（ＰＯファイナンス等）。 

Ｐ－６８ 



５、今後の進め方 

Ｐ－６９ 



ＥＤＩ情報を利用して「経理も変える」 

（支払い、伝票停滞、照合等） 

・各種リードタイムの短縮＜月次→日次＞ 

・経理業務の平準化＜月次→日次＞ 

ものづくりは「分・秒単位」、経理は「月単位」 

＜参考資料＞ 



受注側 

金融機関 

共通ＥＤＩ 
 （ＸＭＬ） 

ISO20022 (pain.001) ISO20022(camt.054) 

支払メッセージ：請求・支払（経理業務）・融資 

金融機関 

新 Ｉ／Ｆ 新 Ｉ／Ｆ 

発注側 

（ＸＭＬ） （ＸＭＬ） 

入金 総振 

受注 注文 

検収 出荷 

支払 請求 
共通ＥＤＩ基盤 

「国際ＥＤＩ標準： 
   国連ＣＥＦＡＣＴ」 

「金融ＥＤＩ連携」今後の対応案 

（ＸＭＬ） （ＸＭＬ） 

Ｉ Ｂ Ｉ Ｂ 

明細情報 明細情報 

外部機関 外部機関 

Ｐ－７０ 



ご清聴ありがとうございました。 


